
東
京
東
部
の
運
営
委
員
が
開
会
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
運
動
方
針
案
の
提
起
を
織
田
事
務

局
次
長
が
行
っ
た
。

最
初
に
、
「
今
年
の
総
会
は
、
国
鉄
闘
争
を

め
ぐ
る
激
し
い
攻
防
を
闘
い
抜
き
歴
史
的
局

面
を
迎
え
た
中
で
開
催
さ
れ
、
ま
た
山
本
事

務
局
長
を
失
っ
た
な
か
で
の
初
め
て
の
総
会

で
す
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
７
月

日
の
第
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３
回
控
訴
審
に
お
い
て
、
「
〈
裁
判
長
が
代
わ

っ
た
か
ら
〉
で
済
む
話
で
は
な
い
。
曲
が
り

な
り
に
も
公
開
の
法
廷
に
お
い
て
裁
判
長
が

行
っ
た
訴
訟
指
揮
を
い
と
も
簡
単
に
覆
せ
る

な
ど
、
許
さ
れ
て
い
い
は
ず
が
な
い
。
こ
の

前
代
未
聞
の
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
を
、
歴
史

的
な
大
事
件
と
し
て
徹
底
弾
劾
し
、
今
こ
そ

運
動
拡
大
の
力
に
転
じ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

具
体
的
方
針
と
し
て
、
①
次
回
控
訴
審
に

全
国
か
ら
結
集
し
、
高
裁
包
囲
デ
モ
を
闘
う
。

②

・
１
全
国
労
働
者
集
会
の
組
織
化
、
③

11・

大
行
進
全
国
集
会
へ
の
総
決
起
、
④

11
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動
労
千
葉
支
援
・
連
帯
の
強
化
が
鮮
明
に
提

起
さ
れ
た
。

会
計
報
告
の
の
ち
、
動
労
千
葉
か
ら
関
委

員
長
の
提
起
が
行
わ
れ
た
。

関
委
員
長
は
、
動
労
千
葉
へ
の
物
心
両
面

で
の
支
援
に
感
謝
を
述
べ
た
う
え
で
、

・
11

１
労
働
者
集
会
に
向
け
大
結
集
と
そ
の
成
功

を
訴
え
、
現
場
の
仕
事
を
軽
ん
じ
て
、
安
全

も
労
働
者
の
権
利
も
投
げ
捨
て
る
Ｊ
Ｒ
の
攻

撃
と
断
固
闘
う
決
意
を
表
明
し
た
。

次
に
各
地
の
支
援
す
る
会
か
ら
闘
い
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。
東
京
西
部
、
千
葉
・
木
更

津
か
ら
の
報
告
、
つ
づ
い
て
三
多
摩
か
ら
日

本
機
械
工
業
労
組
委
員
長
が
発
言
し
、
組
合

と
し
て
支
援
す
る
会
に
加
入
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
遠
路
か
ら
参
加
し
た
福
島
の
会

員
、
神
奈
川
、
ユ
ニ
オ
ン
習
志
野
な
ど
か
ら

の
報
告
が
続
い
た
。
最
後
に
、

年
度
の
運

26

営
委
員
の
選
出
と
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
、
会
員
と
組
合
員

が
交
流
し
、
最
後
に
組
合
員
全
員
が
前
に
並

ん
で
、
感
謝
と
闘
い
の
決
意
を
述
べ
た
。

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス

動

労

千

葉
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会

事

務
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葉
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２
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動労千葉を支援する会 ２０２６年度定期総会

９月５日、ＤＣ会館において支援する会定期総会を開催しました。



今
年
６
月
、
国
土
交
通
省
は
、「
交
通
空
白
」

地
区
が
全
国
の
約
３
割
に
達
し
て
い
る
こ
と

を
公
表
し
た
。
国
交
省
は
、
「
交
通
空
白
」
地

区
に
つ
い
て
、
①
鉄
道
駅
か
ら
５
０
０
ｍ
圏

内
だ
が
、
列
車
本
数
が
極
め
て
少
な
く
、
通

院
や
通
学
の
「
足
」
と
し
て
は
使
い
勝
手
が

悪
い
、
②
最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
３
０
０
ｍ

圏
内
だ
が
、
坂
道
が
多
く
て
高
齢
者
は
移
動

し
ず
ら
い
、
③
タ
ク
シ
ー
も
一
定
時
間
内
に

配
車
さ
れ
な
い
な
ど
日
常
生
活
の
移
動
に
支

障
が
あ
る
、
と
定
義
し
て
い
る
。

こ
の
「
『
交
通
空
白
』
地
区
を
解
消
」
す
る

こ
と
を
目
的
に

年
に
「
『
交
通
空
白
』
解
消

24

本
部
」
が
設
置
さ
れ
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
等

を
活
用
し
た
「
交
通
空
白
」
地
区
の
解
消
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
交
通
空
白
」

地
区
の
実
態
は
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
２

７
４
０
地
区
（
＋
６
３
８
地
区
、
＋
１
７
５

自
治
体
）
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全

国
の

％
に
達
す
る
面
積
だ
。
そ
こ
に
１
７

31

２
０
万
人
が
住
ん
で
い
る
。

し
か
も
、
「
交
通
空
白
」
地
区
に
な
り
か
ね

な
い
「
未
然
防
止
が
必
要
な
地
区
（
こ
こ
で

は
「
要
注
意
地
区
」
と
す
る
）
も
１
４
９
８

地
区
（
４
３
７
自
治
体
）
に
の
ぼ
り
、
双
方

合
わ
せ
る
と
４
２
３
８
地
区
で

％
を
占
め

41

る
面
積
で
６
０
９
万
人
が
住
ん
で
い
る
の
だ
。

鉄
道
６
２
５
ｋ
ｍ
が
廃
線

バ
ス
路
線
２
万
３
千
ｋ
ｍ
が
廃
止

こ
う
し
た
実
態
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

国
交
省
は
、
Ｊ
Ｒ
と
一
体
と
な
っ
て
ロ
ー
カ

ル
線
の
廃
線
を
進
め
て
き
た
。

年
～

年

08

23

ま
で
に

路
線
、
６
２
５
ｋ
ｍ
が
廃
止
さ
れ
、

18

青
森
の
山
田
線
や
北
海
道
の
赤
線
区
と
さ
れ

て
き
た
路
線
が
次
々
に
廃
止
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
久
留
里
線
・
久
留
里
～
上
総
亀
山

間
の
廃
線
申
請
が
今
年
３
月
に
強
行
さ
れ
、

米
坂
線
（
新
潟
）
や
吾
妻
線
（
群
馬
）
、
芸
備

線
（
広
島
）
等
の
廃
線
も
狙
っ
て
い
る
。

鉄
道
だ
け
で
は
な
い
、
バ
ス
路
線
も
２
万

３
０
０
０
ｋ
ｍ
が
廃
止
さ
れ
、
今
で
も
運
転

手
不
足
で
路
線
廃
止
が
相
次
い
で
い
る
。

「
公
共
交
通
と
し
て
の
鉄
道
を

残
す
べ
き
だ
！
」

国
交
省
は
、
「
交
通
空
白
」
地
区
を
「

年
27

度
中
の
解
消
」
を
掲
げ
、
そ
の
中
心
に
「
地

域
の
足
」
と
「
観
光
の
足
」
を
「
車
の
両
輪
」

と
し
て
対
策
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
久
留
里
線
に
関
す
る
「
検
討
会

議
」
や
「
君
津
市
公
共
交
通
会
議
」
、
「
廃
線

申
請
に
関
す
る
意
見
聴
取
」
の
中
で
地
域
住

民
や
久
留
里
線
の
会
等
が
「
通
勤
・
通
学
、

通
院
等
の
足
と
し
て
公
共
交
通
を
守
る
べ
き
」

と
の
意
見
・
要
請
が
次
々
に
出
さ
れ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
全
て
無
視
し
て
き
た
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
線
で
「
交
通
空
白
」
地
区
が
拡
大
！

公
共
交
通
の
な
い
地
域
が
全
国
の

％
に

31



軍
備
増
強
に
は
湯
水
の
ご
と
く
！

年
、
日
経
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
ー
「
新

95
時
代
の
日
本
的
経
営
」
に
お
い
て
、
「
発
展
途

上
国
な
み
の
賃
金
」
に
抑
え
る
こ
と
を
打
ち

出
し
、
そ
の
下
で
外
注
化
と
非
正
規
職
化
が

徹
底
的
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
以
来
、

年
以

30

上
に
わ
た
り
賃
金
が
お
さ
え
こ
ま
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
低
賃
金
の
強
制
で
少
子
化
が
進

み
、
地
域
で
は
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
が
次

々
に
行
わ
れ
、
病
院
も
年
々
廃
止
さ
れ
る
な

ど
社
会
全
体
が
崩
壊
的
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
中
国
侵
略
戦
争
に
向
け
て

軍
備
増
強
＝
防
衛
費
に
は
湯
水
の
ご
と
く
カ

ネ
と
モ
ノ
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
ん
な

社
会
は
、
絶
対
に
間
違
っ
て
い
る
。
地
域
住

民
の
「
足
」
と
し
て
の
鉄
道
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
だ
。
Ｊ
Ｒ
・
国
交
省
は
、
久
留

里
線
の
廃
線
申
請
を
撤
回
し
ろ
！

夕
張
市
の「
攻
め
の
廃
線
」
と

そ
の
後
の
交
通
網
崩
壊

北
海
道
の
Ｊ
Ｒ
石
勝
線
夕
張
支
線
の
廃
線

に
お
い
て
、
夕
張
市
は
住
民
の
生
活
に
合
わ

せ
た
柔
軟
な
バ
ス
網
へ
の
転
換
を
目
指
す
「
攻

め
の
廃
線
」
を
提
案
。
し
か
し
結
果
と
し
て

バ
ス
路
線
も
維
持
で
き
な
く
な
り
、
地
域
の

交
通
網
は
壊
滅
的
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

市
外
を
結
ぶ
幹
線
バ
ス
の
全
廃

新
札
幌
路
線
が

年
９
月
に
、
札
幌
と
を

23

結
ぶ
「
高
速
ゆ
う
ば
り
号
」
な
ど
が

年
９

24

月
に
廃
止
さ
れ
、
夕
張
市
と
市
外
を
直
接
結

ぶ
定
期
バ
ス
路
線
は
消
滅
し
た
。

鉄
道
代
替
と
し
て

往
復
に
倍
増
さ
せ
た

10

市
内
路
線
だ
が
、
深
刻
な
運
転
手
不
足
や
高

齢
化
、

年
問
題
に
よ
る
残
業
規
制
強
化
に

24

伴
い
、
運
行
時
間
帯
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
綱

渡
り
の
維
持
が
続
い
て
い
る
。

巨
額
投
資
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
形
骸
化

２
０
２
０
年
に
約

億
６
千
万
円
を
投
じ

10

て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
持
つ
複
合
施
設

「
り
す
た
」
を
開
業
し
た
も
の
の
、
路
線
の

相
次
ぐ
廃
止
に
よ
り
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

が
喪
失
し
て
い
る
。

こ
の
「
攻
め
の
廃
線
」
が
破
綻
し
た
最
大

の
要
因
は
、
全
国
的
な
バ
ス
運
転
手
の
致
命

的
な
不
足
だ
。
Ｊ
Ｒ
か
ら
約
７
億
円
の
持
続

化
基
金
な
ど
の
支
援
金
を
引
き
出
し
た
も
の

の
、
「
運
転
す
る
人
間
が

い
な
い
」
と
い
う
物
理
的

な
壁
を
前
に
機
能
し
な
か

っ
た
。
人
口
減
少
に
よ
る

利
用
者
の
減
少
も
こ
れ
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
。

現
在
は
市
街
と
結
ぶ
定

期
バ
ス
の
全
廃
を
受
け
、

予
約
制
の
デ
マ
ン
ド
交
通

（
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な

ど
）
で
最
低
限
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
縮
小
形
態
へ
の
移
行
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

「
攻
め
の
廃
線
」
か
ら
７
年
！

２
０
１
１
年
か
ら

年
ま
で
２
期
８
年
に

19

渡
っ
て
夕
張
市
長
を
務
め
て
い
た
鈴
木
直
道

市
長
は
、
夕
張
を
再
生
し
た
「
自
治
体
再
建

の
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
も
て
は
や
さ
れ
、
そ
の
後
、

北
海
道
知
事
に
栄
転
し
た
。
札
幌
へ
の
バ
ス

だ
け
で
は
な
く
ホ
テ
ル
や
ス
ー
パ
ー
、
飲
食

店
も
消
え
た
て
い
く
夕
張
の
現
実
は
、
「
地
方

鉄
道
を
バ
ス
に
転
換
す
れ
ば
安
泰
」
と
い
う

定
説
が
全
く
通
用
し
な
い
、
日
本
の
地
方
公

共
交
通
の
限
界
を
示
す
深
刻
な
教
訓
と
な
っ

て
い
る
。



レ
ー
ル
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
写

真
は
蘇
我
駅
ホ
ー
ム
か
ら
見
た
線
路
の
状
態

だ
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
剥
離
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
態
を
放
置
す
れ
ば
レ

ー
ル
破
断
に
い
た
り
、
脱
線
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
重
大
な
安
全
問
題
だ
。

レ
ー
ル
交
換
実
現
し
た
安
全
運
転
闘
争

動
労
千
葉
は

年
、

年
に
安
全
運
転
闘

05

06

争
を
闘
い
、
大
規
模
な
レ
ー
ル
交
換
を
実
現

さ
せ
た
。

年
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
レ
ー
ル

04

破
断
が
多
発
す
る
と
い
う
異
常
事
態
が
続
く

中
、
安
全
を
守
る
た
め
に
自
主
的
に
運
転
速

度
を
落
と
す
闘
い
を
や

り
抜
い
た
。

会
社
は
「
安
全
上
問
題

は
な
い
」
と
言
い
続
け
、

マ
ス
コ
ミ
へ
の
発
表
で

は
「
『
破
断
』
と
い
う
言

葉
を
使
う
な
。
『
ひ
び
』

と
発
表
し
ろ
」
と
い
う

隠
ぺ
い
指
示
ま
で
行
っ

た
。
そ
し
て
、
動
労
千

葉
の
安
全
運
転
闘
争
を

「
違
法
行
為
」
だ
と
言

っ
て
、
数
千
名
の
管
理

者
を
動
員
し
、
運
転
台

に
監
視
要
員
を
乗
り
込

ま
せ
、
多
く
の
組
合
員
を
処
分
し
た
。

だ
が
、
レ
ー
ル
が
破
断
し
て
い
く
中
で
の

安
全
運
転
闘
争
は
、
大
き
な
反
響
を
ま
き
お

こ
し
、
広
汎
な
社
会
的
支
持
を
集
め
た
。
会

社
も
、
「
危
険
な
状
態
だ
っ
た
」
こ
と
は
認
め

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
レ
ー
ル
の
大
規
模
な

交
換
が
実
現
し
た
の
だ
。

外
注
化
が
根
本
原
因

こ
の
闘
い
か
ら

年
が
経
過
し
て
い
る
。

20

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
な
レ
ー
ル
が

放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
実
の
根
本
的
な

原
因
は
保
線
を
含
め
た
鉄
道
業
務
の
全
面
的

な
外
注
化
だ
。

会
社
は
、
「
技
術
力
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
確

保
」
と
い
う
建
前
で
外
注
化
を
徹
底
的
に
推

進
し
て
き
た
。
保
線
区
・
保
線
管
理
所
は
外

注
化
時
に
６
分
の
１
に
ま
で
削
減
さ
れ
、
い

ま
や
Ｊ
Ｒ
が
ま
っ
た
く
関
与
し
な
い
線
区
が

次
々
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
外
注
化
は
際
限
な
く
多
重
化
し
、

下
に
い
け
ば
い
く
ほ
ど
低
賃
金
化
し
、
労
働

力
確
保
も
、
技
術
や
安
全
の
担
保
も
で
き
な

く
な
っ
て
い
く
。
会
社
の
対
応
は
、
「
セ
ン
サ

ー
な
ど
で
異
常
を
検
知
す
る
か
ら
現
場
の
技

術
力
や
経
験
な
ど
必
要
な
い
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
だ
。
だ
が
、
こ
の
レ
ー
ル
の
現
状
は
何

な
の
か
？

完
全
に
破
た
ん
し
て
い
る
！

今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
を

会
社
は
今
年
４
月
に
京
葉
車
両
セ
ン
タ
ー

で
の
機
能
保
全
業
務
外
注
化
、
人
事
・
賃
金

制
度
の
抜
本
的
改
悪
を
強
行
し
た
。
７
月
に

は
組
織
再
編
も
強
行
し
、
さ
ら
な
る
外
注
化
、

業
務
融
合
化
へ
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
進
め
れ
ば
、
さ
ら
に
安
全
を

崩
壊
さ
せ
、
矛
盾
が
ふ
き
だ
し
て
い
く
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

職
場
に
闘
う
労
働
組
合
を
取
り
戻
そ
う
。

そ
れ
が
会
社
の
攻
撃
へ
の
最
大
の
反
撃
だ
。

安全運転闘争から20年

レールがボロボロに！



８
月

日
、
東
武
鉄
道
日
光
線
で
線
路
の

20

除
草
作
業
を
行
っ
て
い
た
作
業
員
が
列
車
に

は
ね
ら
れ
、
４
人
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生

し
た
。
深
刻
な
事
故
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ま
だ
に
事
態
の
全
容
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。

す
べ
て
は
業
務
外
注
化
し
た会

社
の
責
任

一
部
で
は
、
「
運
転
士
が
な
ぜ
気
が
付
か
な

か
っ
た
の
か
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
運
転
士
は
見
張
員
の
合
図
を
確
認
し
、

警
笛
を
鳴
ら
し
て
進
行
し
て
い
る
。
そ
の
手

順
に
何
の
落
ち
度
も
な
く
、
運
転
士

に
責
任
は
一
切
な
い
。

一
方
、
除
草
作
業
は
グ
ル
ー
プ
会

社
の
東
武
建
設
に
外
注
化
さ
れ
、
さ
ら
に
下

請
け
会
社
に
外
注
化
さ
れ
て
い
た
。

東
武
建
設
の
社
員
は
作
業
指
揮
者
１
人
と

死
亡
し
た
監
督
役
１
人
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
線
路
の
除
草
作
業
は
標
識
を

見
え
や
す
く
す
る
な
ど

鉄
道
の
安
全
を
守
る
業

務
で
あ
り
、
保
線
業
務

の
一
環
だ
。
本
来
な
ら

鉄
道
会
社
が
自
ら
の
責

任
で
行
う
べ
き
業
務

だ
。
そ
れ
を
「
除
草
な

ら
外
注
化
し
て
良
い
」

と
鉄
道
業
務
と
安
全
を

軽
ん
じ
た
結
果
、
ま
た

も
労
働
者
が
犠
牲
に
さ

れ
た
の
だ
。

事
故
の
根
本
的
な
原

因
は
外
注
化
だ
。
す
べ

て
の
責
任
は
鉄
道
業
務

を
外
注
化
し
た
会
社
に

こ
そ
あ
る
。
す
べ
て
の

外
注
化
を
撤
回
す
べ
き

だ
。

東
武
日
光
線
４
人
死
亡
事
故
事
故
の
根
本
的
な
原
因
は
外
注
化
だ

解明されていない問題点

◆列車見張員が「待避完了」の合図を出しながら、実

際には待避できていなかったのはなぜか？

◆作業は昼間に行われ、列車はダイヤ通りに走ってい

た。見張員からの合図がなくとも、作業指揮者が待

避を指示できたのではないか？

◆中継見張員は列車のドライブレコーダーに写ってお

らず、「作業計画に基づいた位置にいなかった」と報

道されている。「不在」だったならば、作業指揮者は

なぜ作業を始めたのか？

◆「作業員７人のうち３人（作業指揮者１名を含む）

は列車の接近に気づいてホーム上などに待避してい

た」とされている。作業指揮者は待避を指示したの

か？なぜ４人は待避できなかったのか？

◆「作業中だったかも不明」とされている。作業中で

なかったなら、なぜ４人は線路にいたのか？

◆死亡した４名中１名は「監督役」で東武建設（東武

鉄道のグループ会社）社員、ほか３名は「職業不詳」

とされている。



Ｊ
Ｒ
東
は
総
武
緩
行
線
の
ワ
ン
マ
ン
化
を

来
春
に
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
で
に

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
試
行
が
開
始
さ
れ
て
い
る

が
、
会
社
は
こ
の
こ
と
を
ひ
た
隠
し
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

「
ワ
ン
マ
ン
で
遅
れ
た
と
言
う
な
」
?!

８
月
段
階
で
は
津
田
沼
～
千
葉
～
津
田
沼

間
で
行
わ
れ
た
が
、
当
然
の
よ
う
に
遅
れ
が

発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
乗
客
に
は
何
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
も
な
く
、
運
転
士
の
乗
り
継
ぎ

時
に
も
「
遅
延
理
由
を
ワ
ン
マ
ン
試
行
の
た

め
と
は
言
う
な
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。

本
来
、
列
車
の
遅
れ
が
１
分
で
も
遅
延
の

理
由
は
次
の
運
転
士
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
会
社
は
わ
ず
か
な
遅
れ
で
も
乗
務
後

の
報
告
書
に
は
理
由
も
含
め
て
書
か
せ
て
い

る
。
だ
が
、
ワ
ン
マ
ン
試
行
を
行
っ
て
い
る

こ
と
、
そ
の
せ
い
で
列
車
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
を
隠
す
た
め
な
ら
、
こ
ん
な
こ
と
ま
で
行

う
の
が
Ｊ
Ｒ
東
の
姿
だ
。

現
れ
て
い
る
の
は
ワ
ン
マ
ン
化
の
矛
盾
そ

の
も
の
だ
。
昨
年
、
ワ
ン
マ
ン
化
を
強
行
し

た
南
武
線
で
は

分
以
上
の
遅
れ
が
２
倍
以

10

上
に
な
り
、
社
会
問
題
化
し
た
。
ま
た
も
ワ

ン
マ
ン
化
で
遅
れ
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
会
社
は
そ

れ
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
、
「
隠
せ
」
と
い
う
指

導
ま
で
横
行
し
て
い
る
の
だ
。

絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
！

ワ
ン
マ
ン
化
は
社
長
の
喜
㔟
が
宣
言
し
た
「
車

掌
１
１
０
０
人
削
減
」
攻
撃
で
あ
り
、
乗
務

手
当
廃
止
と
一
体
で
ど
こ
ま
で
も
乗
務
員
を

踏
み
に
じ
る
攻
撃
だ
。
い
っ
た
い
乗
務
員
を

何
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
！

総
武
緩
行
線
を
担
当
す
る
習
志
野
の
乗
務

員
区
で
は
、
車
掌
の
仲
間
に
異
動
先
の
希
望

調
査
も
進
め
ら
れ
、
会
社
は
ワ
ン
マ
ン
化
を

「
既
成
事
実
化
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
異

動
を
強
制
さ
れ
る
中
で
、
す
で
に
退
職
し
て

し
ま
っ
た
乗
務
員
も
で
て
い
る
。

ワ
ン
マ
ン
化
は
運
転
士
に
と
っ
て
は
激
し

い
労
働
強
化
だ
。
車
掌
が
担
っ
て
き
た
ホ
ー

ム
の
安
全
確
認
、
乗
客
へ
の
案
内
・
対
応
、

異
常
時
の
誘
導
・
連
絡
な
ど
、
す
べ
て
の
責

任
と
負
担
が
押
し
付
け
ら
れ
る
。
長
編
成
の

列
車
で
、
混
雑
し
た
ホ
ー
ム
を
モ
ニ
タ
ー
越

し
に
確
認
し
な
が
ら
ド
ア
を
開
閉
さ
せ
、
一

人
で
安
全
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

モ
ニ
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ド
ア
が
あ
れ
ば
解
決

す
る
問
題
で
は
な
い
こ
と
は
、
試
行
段
階
で

遅
れ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
だ
。

鉄
道
の
安
全
や
異
常
時
の
対
応
は
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
る
。
す
で
に
駅
は
無
人
化
・
外

注
化
さ
れ
て
お
り
、
安
全
は
崩
壊
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
こ
ん
な
攻
撃
を
認
め
る
こ
と
は
絶

対
に
で
き
な
い
！

だ
が
、
会
社
の
攻
撃
の
矛
盾
は
明
ら
か
だ
。

会
社
自
身
も
そ
れ
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
、

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
試
行
そ
の
も
の
を
隠
そ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

隠
さ
れ
た
中
央
・
総
武
緩
行
線
ワ
ン
マ
ン
試
行

列
車
遅
延
の
理
由
は
「
言
う
な
」




